
３．保険給付対象範囲の整理・検討

（検討の視点）
平成１６年１２月の厚生労働大臣と規制改革担当大臣との間の「基本的合意」により、一定のルールの下に、

保険診療と保険外診療の併用を認めるとともに、これに係る保険導入手続きを制度化することとされ、今日ま
で種々の制度的対応が行われてきた。こうしたこれまでの取組を総合的に評価した上で、①保険収載の在り方、
②先進医療技術等の利用、③保険給付の適正化といった論点について、産業競争力の強化の視点も踏まえつつ、
患者・国民のニーズをよりよく満たすために必要な施策は何かという観点から検討すべきである。
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① 保険収載の在り方
○医療ニーズの高い国内未承認薬等を保険収載するスキーム

について、運用の改善策の検討

○臨床的に有用性の高い革新的なイノベーションがより適切に

反映されるような診療報酬体系の構築

○予防医療、在宅医療等の充実に資する診療報酬体系の構築

③ 保険給付の適正化
○費用対効果分析を活用した保険給付の在り方の検討

○市販品類似薬の保険給付の在り方の見直し

○ジェネリック薬のより一層の普及、長期収載品の薬価の引下

げの検討

○中小企業を含め健康診断受診率引き上げに向けた実効ある

インセンティブ付与の仕組みの検討

② 保険外併用療養の大幅拡大等
○「先進医療ハイウェイ構想」の拡充

（再生医療、医療機器等）

○患者ニーズに沿った先進医療の運用の在り方、必要な医療を早

期に享受できる環境整備

（「コンパッショネートユース」の導入等）

○患者の選択肢を広げる観点から、選定療養の対象範囲の拡大

の検討

（【例】遠隔医療の設備費、保険診療を超過する医療サービス）
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